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　2016年　内閣官房オープンデータ伝道師就任 
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書き込み可能な社会！ 

市民参加型の行政サービス！
TED 

Beth Noveck / Jennifer Pahlka

Russell Watkins/DFID CC-BY-2.0 https://www.flickr.com/photos/14214150@N02/8182053117



データとテクノロジーを活用した 
自助、共助の仕組みづくり



データとは？

データ【data】 

①判断や立論のもとになる資料・情報・事実。 

「 －を集める」 

②コンピューターの処理の対象となる事実。状

態・条件などを表す数値・文字・記号。
大辞林より



KKD・KKO
経験・勘・度胸 経験・勘・思いつき

＋DATA



RESAS　地域経済分析システム　https://resas.go.jp/



今、世の中で 
何が起こっているのか？ 
戦略的に俯瞰する手法としてのデータ活用



データ駆動型のまちづくり 

スマートシティ



ビッグデータ オープンデータ

一言で 企業や行政機関などが持つ様々なデータを収集し分析することで新たな知見を見出す取り組み。

企業や行政機関などが持つ様々なデータを、再利用
可能な形式で公開し、それを元に、新たな情報価値
の提供や課題解決の手段を生み出していこうとする
取り組み。

背景

ストレージ・CPU等の性能アップ 
クラウドコンピューティング 
位置情報・センサーなどの普及 
分散処理の進化

行政情報のデジタル化 
インターネットの普及 
（意識変化と世界的なムーブメント） 
ライセンスの整理

可能性

企業や自治体のマーケティング戦略 
レコメンデーションエンジン 
災害時の情報収集、編集、提供（カーナビ等） 
AI（人工知能）

日常生活の利便性向上、課題解決、地域活性 
緊急時の効率的情報提供 
市民参加、住民自治、オープンイノベーション 
新たなビジネス誕生



オープンデータについて



ホームページの利用規約 
確認したことがありますか？



名護市役所ウェブサイトより引用 
http://www.city.nago.okinawa.jp/riyo.html

無断転載してごめんなさい

http://www.city.nago.okinawa.jp/riyo.html


福岡県警察本部ウェブサイト利用規約より 
https://www.police.pref.fukuoka.jp/termsofuse.html



政府標準利用規約2.0

神戸市　ウェブサイト利用規約 
CC-BYとの互換性があることを明記

http://www.city.kobe.lg.jp/information/opendata/policy.html

当ウェブサイトで公開している情報（以下「コンテ
ンツ」といいます。）は、どなたでも以下の１）～
７）に従って、複製、公衆送信、翻訳・変形等の翻
案等、自由に利用できます。商用利用も可能です。 
コンテンツ利用に当たっては、本利用ルールに同意
したものとみなします。



公開　≠　開放
Publish Open



官民データ活用推進基本法

インターネットその他の高度情報通信ネットワークを通じて流通する多様かつ大量の情

報を活用することにより、急速な少子高齢化の進展への対応等の我が国が直面する課題

の解決に資する環境をより一層整備することが重要であることに鑑み、官民データの適

正かつ効果的な活用（「官民データ活用」という。）の推進に関し、基本理念を定め、

国等の責務を明らかにし、並びに官民データ活用推進基本計画の策定その他施策の基本

となる事項を定めるとともに、官民データ活用推進戦略会議を設置することにより、官

民データ活用の推進に関する施策を総合的かつ効果的に推進し、もって国民が安全で安

心して暮らせる社会及び快適な生活環境の実現に寄与する。（1条）



オープンデータとは

①オープンライセンス 

②マシンリーダブル（機械可読性） 

③無償で利用可能



オープンデータの意義
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内閣官房IT総合戦略室の資料より引用



インターネット時代に見合った知的財産権の考え方

Open Data

オープンライセンス

PD、CC-0、CC-BY、CC-BY-SA



データカタログサイト

http://www.data.go.jp/



オープンデータの公開方法

①データカタログサイト 
• データフォーマット統一、使いやすさ、アプリケーションに対応させやすい 

②公式サイト内に、特設コーナーをつくる 
• 公開しやすい、公式サイトと連携しやすい（公開の手間が軽減される） 

③サイト全体のライセンスを変える 
• 公開しやすい、コンテンツ毎の著作権確認が必要になる場合も



大阪市都島区　広報誌のcsvデータ http://www.city.osaka.lg.jp/miyakojima/page/0000311499.html

自治体広報の情報もオープンデータとして開放されています。



デジタルアーカイブのオープンデータ化

 https://www.sagalibdb.jp/

http://opendata.sagabus.info/


http://open-imagedata.city.kanazawa.ishikawa.jp/



https://www.artic.edu/collection



原課によるデータ公開

http://opendata.sagabus.info/

http://opendata.sagabus.info/


インターネット時代に見合ったデータの扱い方

マシンリーダブルデータ



マシンリーダブル　<　オープンライセンス

マシンリーダブルが望ましいが、 

技術進化が支援してくれる（はず）　 

まずは、改変し自由に利用できるライセンスが大事



現状は。。。



IT ダッシュボード

https://www.itdashboard.go.jp/Statistics/autonomy



意味のあるオープンデータって何ですか？



どのデータを公開すれば 
何が起こるんですか？



オープンデータ儲かりまっか？



WISDOM（ウィズダム） 
ナレッジを活用して判断する力 

KNOWLEDGE（ナレッジ） 
インフォメーションから導き出される規則性、知見 

INFORMATION（インフォメーション） 
情報、データを何らかの基準で整理したもの 

DATA(データ） 
体系化されていない情報、ローデータ 

オープンデータ

データジャーナリズム
データビジュアライゼーション

シビックテック
まちづくり・地域活性

DIKW Pyramid

行政に期待されているのはココ！

企業や市民活動に期待されているのはココ！



オープンデータで 
何が始まるのか？ 
何を起こすのか？



消火栓オーナーゲーム　ADOPT A HYDRANT

http://www.adoptahydrant.org/



行政

Code for  
America 市民

消火栓の場所を 
オープンデータとして公開
業務改善（火災が起こった際） 
管理コストの低減消火栓オーナーゲーム開発

ソーシャルビジネス 
としての基盤 
（横展開も）

楽しみながら 
地域課題の解決に参加
共助ネットワークと 
管理ログの蓄積→戦略へ



自治体が保有するデータ 
（クローズドデータ）

自前のサービス 
（初期コスト＋運用コスト）

自治体が保有するデータ 
（オープンデータ）

市民による利活用 
（ソーシャルビジネス）

企業による利活用 
（オープンデータを活用した 

新規ビジネス）データ利活用を支援する 
仕組みに若干の予算を投下

新しい公共（官民連携サービス） 

自助・共助の仕組みを創発

市民サービスのクオリティ向上と行政サービス効率化を同時に実現するモデル



•オープンデータで業務を楽にする（業務効率化） 

•オープンデータで企業と連携する（官民連携） 

•オープンデータで“公共”への市民参加を促す 

•市民が（と）データを使う 

•市民がデータを作る



オープンデータで業務を楽にする！



業務の直接的な効率化につなげる

•情報公開請求の多い事案をオープンデータ化する 

• 複数の課で、同じようなデータを持っているケース→庁内共有化 

• 同じようなデータを、様々なフォーマットで提供していないか？

オープンデータ化とデータ整理で仕事（作業）の量を減らしていく



企業（既存サービス）と連携する

•全てを行政が自前サービスとして提供しない 

• 企業が運営するサービスにデータを活用してもらう 

• 既存のサービスにデータだけを提供する

結果として、住民サービスが充実すれば、一石二鳥！！



事例①　Team Buddy　～静岡新聞・静岡放送
静岡新聞・静岡放送 
・ニュース、コラム 
・気象情報（警報、注意報） 
・Lアラート 
・津波シミュレーション、ブックマーク 
・災害モードを搭載 
・BuddyBox（備蓄品定期宅配サービス） 
・家族ルールの登録 

静岡県及び、県内自治体 
・津波浸水想定データ 
・震度想定分布データ 
・津波避難ビル一覧 
・避難所情報など



事例②　公共交通データ　～佐賀県交通政策課

佐賀県 
•佐賀県内バス事業者と連携し、バス停、時刻表な
どのデータを管理するプラットフォームを構築 
•データをGTFS形式で整備し、オープンデータ化 
•GoogleTransitなどにも提供 
※佐賀市営バスは、別途オリジナルアプリを提供 

Code for Saga 
・公共交通を楽しく便利にするためのアイディアソ
ン、ハッカソンを実施。コンテストに応募。



事例③　福岡市オープンデータ×LINE Bot

九州先端科学技術研究所（ISIT）が提供 
•データカタログサイトに登録された情報をもと
に、LINEのチャットボット、スマートスピーカー
スキルなどを通じて対話型の情報提供。 

• ISITが提供するデータカタログサイトに、指定の
フォーマットでデータ登録すると、どこの町でも
サービスを利用することができる。（データ
フォーマットを地域間で揃えることのメリット）



オープンデータと市民参加



市民が（と）オープンデータを使う

• ICTが得意な人のコミュニティとの共創 

 ～Code for ○○、シビックテック団体、市民団体 

• 地域、日常の課題に直面している方々との共創 

 ～子育てコミュニティなど（札幌保育園マップ） 

• 学生の研究リソースとして　→飯塚市は可能性大！！



事例④　5374佐賀市版　～Code for Saga

佐賀市 
・5374形式にあわせて、オープンデータ化 
・全戸配布のゴミカレンダーにQRコード掲載 
・自前アプリに比べ、格段に低コスト 

Code for Saga 
・Github pageを使って運用（フリー） 
・データ更新の手間が軽減 
・未対応エリアのアプリ制作（有償対応） 
・ネイティブアプリ化、多言語対応の相談
http://saga.5374.jp/

http://saga.5374.jp/


市民がデータを作る

• PDFオープンデータを、マシンリーダブルなデータに変換 

• オープンストリートマップ（＋派生サービス）の活用 

• Wikipediaをみんなで書こう！



誰でも編集できる地図「オープンストリートマップ」を使った地域の地図を作るイベン
トが全国で開かれている。2016年、Code for Sagaでは小城市との共催で、地元PTA
の皆さんと小学校区の交通安全マップ作成。

通学路のチェック 
親子まちあるき

通学路の危険箇所を地図にまとめ 
ウェブ上で公開

持ち寄ったデータを 
マッピング作業

事例⑤　マッピングイベント　～Code for Saga

https://code4saga.org/archives/334



事例⑥　Wikipediaタウン

John Cummings [CC BY-SA 3.0 (https://creativecommons.org/licenses/by-sa/3.0)], ウィキメディア・コモンズより

南ウェールズの町モンマスとWikipediaの共同プロジェクト（2012） 
日本国内でも、公立図書館と連携したWikipediaタウン事業が増えている。図書館や博物館の所蔵
データ、文献をベースに市民参加でWikipediaを充実させていく。



オープンデータを活用した 
シビックプライドの醸成



事例⑦　RESASを活用した市民参加型事業
基山RESASデジタルアカデミー事業
地域経済分析システム（RESAS）を活用し、住民自らが町のデータをもとに魅力と課題を再発見。
これからのまちづくりを行政×市民の協働で創り上げていく取り組み。基山町立図書館が主催。



事例⑧　シビックパワーバトル
様々なデータを元に、自分の町の魅力を再発見。魅力的な“地域自慢”プレゼンテーション
で競い合うイベント。2018年は、福岡市、武雄市、日南市なども取り組んだ。

大坂夏の陣、枚方市のプレゼンテーション 福岡市のワークショップの様子



おわりに



行政 市民CivicTech 
新しいBusiness

業務効率化 利便性向上
両立する仕組みづくり



データ開放から 

“ともに” 

地域の未来を描いていきましょう！


